
美味しさは健康な豚から、
安全は基本に忠実な防疫意識から

～ 地元に愛される豚肉『パールポーク』に夢を託して ～

有限会社 河井ファーム肉よし
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位置図

おかげ横丁

温暖な気候

伊勢神宮

温暖な気候
風光明媚な観光地

「是の神風の伊勢国は，常世の浪（とこよのなみ）の重浪帰する（し
きなみよする）国なり。傍国（かたくに）の可怜し国（うましくに）なり。

真珠 大王崎 波切灯台

きなみよする）国なり。傍国（かたくに）の可怜し国（うましくに）なり。
是の国に居らむと欲ふ。」

日本書紀より

三重県三重県

志摩市



農業・畜産の状況

畜種 酪農 肉用牛 養豚 採卵鶏

《市の畜産農家戸数》

農家戸数 4戸 3戸 4戸 1戸

※農林水産省 「平成19年度畜産統計調査」

《市の農業産出額》

区分 米 野菜 養豚 いも類 その他 計

産出額 59 55 51 11 48 224

（単位：千万円）

産出額 59 55 51 11 48 224

※農林水産省 「平成18年度生産農業所得統計」 野菜は同省「平成18年度野菜生産出荷統計」



年次 作目構成 飼養頭数 経営 活動の内容

河井ファーム肉よしの歩み
年次 作目構成 飼養頭数 経営・活動の内容

昭41

昭49

昭56

稲作、養豚

養豚専業

店舗開店

種雌豚3頭

種雌豚100頭

父が養豚をスタートさせた

規模拡大

自宅の隣に『肉よし』(小売販売店)開店昭56 店舗開店 自宅の隣に『肉よし』(小売販売店)開店

ホテル、旅館、飲食店に業務用配達も業務に。

平3 国道沿いに「肉よし」本店開業

自社ブランド『パールポーク』の生産販売を開始

平4

自社ブランド『パ ルポ ク』の生産販売を開始

有限会社『河井ファーム肉よし』として法人化

平9

平10 種雌豚120頭

コンポスト導入し、堆肥化を効率化

平10

平12

平13

平14

種雌豚120頭

種雌豚150頭

本人就農

浄化槽建設、尿の浄化処理開始

平15

平16

平17

建 、

繁殖舎(♀200頭収容)建設

分娩舎(60房規模)建設

離乳舎(子豚1,060頭収容)建設

平18

平20

種雌豚180頭 肉豚舎(肉豚360頭収容)建設

日本養豚生産者協議会理事、青年部会長（平成21年も）

平22 肉豚舎(肉豚500頭収容)建設。



施設の改築
平成１５年以降 繁殖豚舎を皮切りに平成１５年以降、繁殖豚舎を皮切りに
場内の各豚舎を改築した。

平成１５年 繁殖舎(♀200頭収容)建設
平成１６年 分娩舎(60房規模)建設
平成１７年 離乳舎(子豚1,060頭収容)建設
平成１８年 肉豚舎(肉豚360頭収容)建設

平成 年 月 肉豚舎（ 頭収容）が完成平成22年8月 肉豚舎（500頭収容）が完成



農場内の施設配置図

設計段階で、試行錯誤したので
衛生管理や作業性に富んだ施
設が きあが た設ができあがった。

北

エリア間の移動には、
長靴の履き替えが、
必須事項



種雌豚用豚舎種雌豚用豚舎

種雌豚を対尾式に配置
適期の種付けが大切



分 娩 房分 娩 房

清潔で快適な

環境保持に特に注意

母豚は自家産の中から選抜母豚は自家産の中から選抜

離乳時の平均体重7.4ｋｇ

環境設定は自動化しているが、豚
の観察により最適な温度・湿度を保
つように心がけている



育成豚房育成豚房

発育ステ ジ応じた面積を確保発育ステージ応じた面積を確保

密飼いは、絶対に ＮＧ！

移動後の消毒効果を徹底し

十分な空舎期間をもつことが基本十分な空舎期間をもつことが基本

候補豚舎



生産技術成績 平成20年6月～平成21年5月

項 目 成 績

種雌豚平均飼養頭数 183 8頭種雌豚平均飼養頭数 183.8頭

種雌豚1頭当たり年間分娩回数 2.44回

〃 年間分娩頭数 29 0頭年間分娩頭数 29.0頭

〃 年間ほ乳開始頭数 26.3頭

〃 年間離乳頭数 24.7頭
93.9％

〃 肉豚出荷頭数 23.1頭

生時子豚平均体重 1.60ｋｇ

離乳時子豚平均体重離乳時子豚平均体重 7.15ｋｇ

離乳時平均日齢 21.5日齢

肉豚出荷時平均体重 ※1 116 1ｋｇ肉豚出荷時平均体重 ※1 116.1ｋｇ

〃 平均日齢 175日齢

※1の平均体重＝枝肉重量74 3ｋｇ÷歩留り64 0※1の平均体重 枝肉重量74.3ｋｇ÷歩留り64.0



環境保全対策 （ふん尿処理施設）

密閉式タテ型コンポスト
（18ｍ3×２基）

浄化槽

コンポストに併設した脱臭槽

環境保全用に農場内
でもみ殻を原料にし
て燻炭したものから
木酢酸を 製造
豚舎に噴霧したり、豚
に給与して利用



やまびこ会
●平成10年に創設
●全粒粉砕トウモロコシを原料にした飼料生産
●飼料の共同購入で生産コスト低減
●やまびこ豚の生産・販売
●仲間同志の勉強会、研修会の開催

http://www.yamabiko.bz/



食品販売部門 肉よし

生鮮食料品を始めとして食品全般を
扱うお店です

国道沿いの店舗
肉よし本店



肉よし本店内での豚肉試食会
平成22年9月



消費者の皆さんとの交流

平成17年度

畜産経営改善のための中央情報

消費者の皆さんへ日ごろの取り組み状況を

畜産経営改善のための中央情報
活用体制整備事業

消費者の皆さん 日ごろの取り組み状況を
説明し、意見交換会を開催

レストランまつむら

ふだんから河井ファームの豚肉を
取り扱うお店を会場にした。取り扱うお店を会場にした。



日本養豚生産者協議会（ＪＰＰＡ）青年部の活動



イベント会場には、たくさんの来場者が・・・
「私たちの気持ちをわかってもらえた」「私たちの気持ちをわかってもらえた」
という充実感！



全国各地から参加してもらった皆さんに改めて感謝します



今後の目標今後の目標

『志摩の豚肉といえば、パールポーク』

●地元の皆さんに支持してもらえる豚肉の生産
⇒高級ブランドではなく、庶民的な価格で販売したい

●養豚部門の基礎は確立できたので、販売について、
いろいろな販売方法 販売相手を拡大したいいろいろな販売方法、販売相手を拡大したい。

『安全・安心の豚肉生産』

支持してもらえるには、安心して食べられる豚肉の生産支持してもらえるには、安心して食 られる豚肉の生産
が基本事項！・・・ＨＡＣＣＰの理念に適う衛生管理

『おいしい豚肉は健康な豚から』

防疫を前面に出した衛生管理を維持、向上させる

『仲間と共に』

これまでもたくさんの人々と出会えた養豚。
仲間の大切さ、ありがたさが身にしみます。
これからも、みなさん、よろしく


